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様式１

学校教育目標

（自己評価及び学校関係者評価）

令和４年度　　自己評価結果 及び 学校関係者評価結果報告書

校訓：「立志」「自立」
学校教育目標：志を立て、夢に向かって自ら努力する生徒の育成

船橋市立習志野台中学校

校長　　窪田　勝秀

 

＜学校関係者評価委員会等の構成員＞ 

※該当する欄すべてに人数を記入してください。（「その他」の欄には具体的に記述してください）※保護者アンケートは自己評価なので含めません。 

 保護者 地域住民 

（保護者除く） 

青少年健全育成 

関係団体の関係者 

接続する学校の 

教職員 

その他 合計 

学校評議員 １人 ６人 １人  

 

 ８人 

学校評議員以外    

 

 

 

  

＜公表の方法＞  

※該当する欄すべてに〇印をつけてください。（「その他」の欄には具体的に記述してください）※保護者に広く周知する形にしてください。 

 学校だより 学校のホームページ その他 

自己評価 
〇 〇  

学校関係者評価 
〇 〇  

＜学校評価に基づく学校運営への改善＞  

※前年度の学校評価に基づく今年度の学校運営の改善について、該当するところに〇印をつけ、その理由を成果と課題の両面からお答えください。 

よく改善できた まあまあ改善できた あまり改善できなかった ほとんど改善できなかった 

 ○   

〈理由〉昨年度からの課題である主体的・対話的な学習方法やその評価方法については、講師を招聘するなどして研修を深めることができた。ま 

た、わかる授業の実践等、生徒が授業の内容を理解できるよう研修会や教科部会で指導方法の研鑽を積む。 
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分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察に基
づく今後の改善方策

学校関係者評価及び
意見

自己評価結果と学校関
係者評価結果を踏まえ
た今後の改善方策

１　校訓および学校教育目標
（「立志・自立」～志を立て、夢に
向かって自ら努力する生徒の育
成～）の具現化に向け、「目指す
生徒像」（自学・挨拶・掃除・時
間）に迫ることができた。

職員の評価は「Ａ（良い）」と「Ｂ（やや良い）」
を合わせる（以下「肯定的な評価」と言う。）と
８０％に達したとはいえ、「目指す生徒像」に
掲げている掃除に関して、默動・清掃方法・
用具の使い方等清掃指導に関する共通理解
がさらに必要である。

２　校訓および学校教育目標
（「立志・自立」～志を立て、夢に
向かって自ら努力する生徒～）の
具現化に向け、「目指す教職員
像」(生徒に寄り添う・わかる授業・
地域を愛する)に迫ることができ
た。

職員の肯定的な評価は８８％である。この項
目は昨年度より３ポイント下がっているが、制
約が多い中で概ね達成することができた。

３　校訓および学校教育目標
（「立志・自立」～志を立て、夢に
向かって自ら努力する生徒～）の
具現化に向け、「目指す学校像」
（学ぶ意欲・正義・安全・一人一
人に応じた支援・信頼）に迫るこ
とができた。

職員の肯定的な評価は９１％で、昨年度より５
ポイント上昇している。一部、共通理解に課
題があったとの意見があったが、概ね良好で
あった。

〇今年度もコロナ禍の
状況で先生方のご指
導ありがとうございま
す。
○目指す生徒像（自
学・挨拶・掃除・時間）
学校像すべてにおい
て考えを出し合い話し
合える関係であること
が目標に近づく一歩
だと思える。
○Ｒ３よりＲ４のＡが昨
年に比べて減っている
のが気になります。目
標は全員で共有する
のが大事だと思いま
す。
○安全については、
良くコミュニケーション
をとってほしい。

○学校教育目標の具
現化に向けて、今後も
さらなる研鑽を積ん
で、全教職員が意識し
て取り組めるようにして
いきたい。
〇コロナ禍ではある
が、「目指す生徒像」
実現のため具体的な
手立てについて共通
理解のもと進めていき
たい。また、清掃活動
についても生徒指導
部や管理部を中心に
「目指す生徒像」や具
体的な手立てを見直
していきたい。

教
育
目
標

・自ら学ぶ生徒の育成
と基礎学力の育成を
図る学習指導。
・心の通う生徒指導と
生活指導の徹底。
・実践することで学ぶ
特別活動。
・思いやりの心と実践
力を育てる道徳、人権
教育。
・健康、体力の増進と
安全教育の徹底。
・教育環境の整備と充
実。
・家庭、地域との連携
の重視と特色ある学
校作り
・特別支援教育の充
実を支える学校体制
をつくる。
・学校図書館の積極
的な活用。
・教職員の育成及び
指導力の向上。

・保護者への「学校は教育
目標や目指す生徒像を分
かりやすく伝えている」とい
う問に対する肯定的評価は
８５％、「学校の教育活動
は、保護者の期待や願い
にそっている」という問いに
対する肯定的評価は９０％
を示している。この数値か
ら、本校の教育活動は、多
くの保護者から理解を得て
いると思われる。さらに、生
徒の自主性を育てるため
に、職員がもっと話せる雰
囲気を作り、指導目的の再
確認や指導方法の共通理
解を図りたい。清掃活動に
関しては、再検討する。



(学校番号　　中　 －　 ２２　　)

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果や考察に基
づく今後の改善方策

学校関係者評価及び
意見

自己評価結果と学校関
係者評価結果を踏まえ
た今後の改善方策

４　校訓および学校教育目標は、
学校・生徒・地域の実態に即して
いた。

職員の９７％が肯定的な評価をしている。昨
年度より２ポイント上がり、高い評価と言ってよ
い。コロナ禍で地域との連携が難しかった。

５　職員は、校訓および学校教育
目標や重点目標の意義を理解
し、その実現に向け協同して教
育を実践していた。

職員の９０％が肯定的な評価である。昨年度
より１ポイント下がったが、概ね良好であった。

６　校務分掌組織の形態は、本
校の実情に即し機能的なものに
なっていた。

職員の肯定的な評価は８１％であるが、担当
任せのところがあったり、一部の担当に業務
が集中したりするなど、改善すべき点がある。

７　職員の各組織への配置は、
人数や構成メンバーの年令・経
験・特性などからみて適切であっ
た。

肯定的な評価は６９％。評価項目６とも関連
するが、初若年層・ミドル層・ベテラン層のバ
ランスがとても難しい昨今、構成メンバーの工
夫をする必要がある。

学
校
経
営
・
組
織
運
営

・全職員の共通理解と
実践を基として、学校
教育目標達成のため
に創意ある学校運営
と時代の要請にふさ
わしい学校づくりを目
指す。

・校務分掌組織の形態は
本校の実情に即した機能
的なものであったが、初若
年層の育成とともにミドル
リーダーの育成も急務であ
る。また、国の方針や社会
情勢にもよるが、調査等が
増え、勤務時間が長くなり、
働き方改革については課
題が残った。

○今後ともご指導よろ
しくお願いいたしま
す。
○Ｒ３よりＲ４のＡが昨
年に比べて減っている
のが気になります。目
標は全員で共有する
のが大事だと思いま
す。
○教職員の連携がと
れていないことが気に
なる。学年を越えた相
談・提案などができる
よう連携を築いてほし
い。
○高圧的な対応がな
いようアンテナを高くし
て事項を把握して、対
応してほしいと思いま
す。
○若い先生が多く、大
変だと思いますが、
フォロー体制をお願い
します。

○初若年層が増え、
校務分掌の配置には
頭を悩ませている。で
きる限り年齢や経験等
に偏りがないよう配置
していきたいが、初若
年層に任さざるを得な
いこともあるので、資料
や今後の課題などを
引き継げるようにして
いきたい。
○職員間のやりとりの
中での言葉遣い等に
十分配慮していくこと
が望ましいので、改善
する。
〇初若年層が相談し
やすいような環境づく
りを進めていきたい。
〇得意な分野で実力
が発揮できるよう管理
職との面接を充実さ
せ、適正と能力を勘案
しながら組織作りを
行っていきたい。
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８　学年内の分掌や組織をとおし
て、各自がリーダーシップ を発揮
し、スムーズな学年運営が進めら
れていた。

職員の８６％が肯定的な評価で、昨年度より５
ポイント下がった。特に、生徒指導に関する
情報共有をこまめにしていくことと、初若年層
が多いので指導・助言等育成に努めていく必
要がある。

９　学年保護者会、学級懇談会、
保護者面談等の計画及び運営
は適切であった。

職員の９６％が肯定的な評価で、昨年度より１
３ポイント上がっている。コロナ禍の中での授
業参観や保護者会の開催についてさらに工
夫した。

１０　学級の学習環境・生活環境
は適切であり、生徒の成長を促
すものであった。

職員の８４％が肯定的な評価で、昨年度とほ
ぼ同様である。教室環境をはじめ、その他の
場所の整理整頓もさらに必要である。また、
校舎内の掲示物も同様である。

１１　学級活動を活性化させ、生
徒自らがより良い学級・学校づく
りに向け、諸問題の解決に努め
る態度を養うことができた。

職員の９６％が肯定的な評価で、昨年度より８
ポイント上がっている。コロナ禍の影響もある
が、以前に比べれば諸活動が緩和されつつ
あるからだと思われる。

○今後ともご指導よろ
しくお願いいたしま
す。
○学年・学級でも相談
が却下されることのな
いよう、特定の人だけ
でなく、若い先生との
話し合いを重ねてほし
い。
○保護者の意見にも
ありましたが、配付物
に問題がありそうで
す。コロナ禍で大変だ
と思いますが、保護者
参加の行事は、早め
に知らせる等、工夫を
お願いします。（学校
だよりの有効活用等）

○ミドルリーダーを担う
年齢層が少ないので、
初若年層の育成を進
めていくとともに、OJT
によってベテラン層か
ら初若年層に仕事を
引き継いでいけるよう、
スキルアップを図って
いきたい。
〇ミドルリーダーへの
サポートや初若年層
教員の報告・連絡・相
談がしやすい環境づく
りに努めていくととも
に、OJTによってベテ
ランからミドルリーダー
や初若年層に仕事を
引き継いでいけるよう、
スキルアップを図って
いきたい。
〇初若年層研修を計
画的に実施していく。
○学校からの配付物
について工夫を凝ら
す必要がある。

学
年
学
級
経
営

・学年、学級経営を充
実させ、計画的な学
級活動を通して、個及
び集団を育て正義が
通る学級づくりを進め
る。

・朝の打ち合わせを週２
日、日報は発行せず週報
のみとするなど、業務の負
担軽減に努めているが、情
報共有はもっと互いが意識
していく必要があると感じ
た。
・清掃活動は学校教育目
標の具体的な取組にも掲
げており、取組を向上させ
ていきたい。
・コロナ禍の影響もあり、学
級の時間がなかなか取りづ
らいが、時間確保すること
が大切である。
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１２　教育課程（各教科道徳特活
行事等）は全体的な調和のもとに
編成されていた。

職員の８６％が肯定的な評価で、昨年度より１
０ポイント上がっている。コロナ対応で行事と
の調和とりづらかったり、日課変更に戸惑った
りする部分があった。

１３　教科の年間指導計画や学
習指導案は改善され、より適切な
ものとなった。

職員の肯定的な評価は８８％で、昨年度より３
ポイント上がっている。学習指導要領の内容
の再確認がさらに必要である。

１４　学校行事の種類・内容・実
施時期・規模等は適切であった。

職員の肯定的な評価は８１％である。コロナ
禍による日程調整や工夫、実施の見極め等
課題は残るが、今すべきことを行う。

１５　「わかる授業」を展開するとと
もに、試験前質問会をとおして、
基礎学力の定着に努めた。

職員の肯定的な評価は８８％で、昨年度より８
ポイント上がっている。定期テスト前の「質問
会」だけでなく、学習優先日を機能させられる
取り組みがあるとよいとの意見があった。

１６　授業において、知識・技能を
活用し、思考力・判断力・表現力
をのばす工夫をした。

職員の肯定的な評価は８３％でる。コロナ禍
でできることを工夫し、試行錯誤しながらノウ
ハウを構築しつつある。各自が研究・研修す
ることにより高みを目指すことが必要である。

１７　目標準拠の評価について十
分理解し実践するとともに、自己
評価や相互評価を取り入れ、指
導と評価の一体化に努めた。

職員の肯定的な評価が９０％で、昨年度より５
ポイント上がっている。学習指導要領への移
行に伴い、第３観点についての評価材料をさ
らに研究し再確認する必要がある。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

・授業改善に努め、基
礎的・基本的事項の
徹底と個に応じた指
導及び知識・技能の
活用を図る単元開発
を通じて、学力の向上
を図る。
・自主的な学習習慣と
態度の育成を図る。

・教師にとって一番大切な
教科指導力を向上させるた
め、教科部会の充実を図る
とともに、有意義な授業研
究や検討会を継続していき
たい。
・評価・評定についても各
教科部会で検討を重ねて
きたが、３観点の評価方法
については、まだ検討の余
地がある。ICTを活用した
指導方法の工夫について
も研修や検討を進めていき
たい。
・各種行事の反省資料を活
用し、改善していけるとよ
い。

○時間割変更でいろ
いろと大変だと思いま
すが、改善しながら進
めていただけたらと思
います。
○コロナ禍において
は、授業確保と行事開
催が大変だったと思
う。
○学校行事は、コロナ
禍で大変だと思います
が、見直す良いチャン
スだと思います。

○引き続き学習指導
を充実させていきた
い。教科部会を中心
に指導方法の工夫や
学習指導要領の観点
に則した教材研究や
評価材料を検討し、研
鑽を積んでいく必要が
ある。
○定期テスト前の「質
問会」の取り組みを継
続し、さらに基礎的な
知識が習得できるよう
検討していきたい。
○行事については生
徒の充実感や達成感
を確保しながら、精選
についても考えていく
必要がある。また、今
後もコロナ禍が続くこと
を前提とした計画を立
案し、代替案も予め検
討しておく必要があ
る。
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１８　教育活動全般をとおして、
基本的生活習慣を身につけさせ
ることができた

職員の９０％が肯定的な評価で、昨年度より
わずかながら上がっている。服装や時間につ
いて共通認識を図っていきたい。目指す生徒
像を日常から意識して指導にあたりたい。

１９担任一人任せにせず、職員
の共通理解と相互協力のもとで、
生徒指導を組織的にすすめるこ
とができた。

職員の７６％が肯定的な評価で、昨年度より２
０ポイントほど下がった。各学年ごとの報告・
連絡・相談の遅れや生徒指導案件に対する
学校全体の動きが共有できていないことが
あったので、生徒指導主事を中心に組織で
動く。

２０　生徒と教師間の「語り合い」
や教育相談（教育相談週間・
チャンス相談）等をとおし、生徒
理解を進めるとともに、好ましい
信頼関係を築くことができた。

職員の肯定的な評価は９０％で、昨年度より１
ポイント下がっているが、コロナ禍の中高い評
価をほぼ維持できた。

２１　いじめアンケート等も活用し
ながら、生徒の人間関係にアン
テナを高くし、いじめの「早期発
見・早期対応」及び「再発防止」
に努めた。

職員の肯定的な評価が９３％で、昨年度より３
ポイント下がった。普段からのコミュニケーショ
ンの必要性と教職員一丸となっての生徒指
導への取り組みが大切である。

２２　道徳の授業を計画的に実施
するとともに、教育活動全体をと
おして生徒の「豊かな心」の育成
に努めた。

職員の肯定的な評価が９８％という高い評価
であり、昨年度より８ポイント上がっている。計
画どおりに授業を実践した。

２３　生徒会活動（全校評議会、
生徒会行事、専門委員会等）は
適切に実施された。

職員の肯定的な評価が９５％という高い評価
で、昨年度同様である。全校評議会や専門
委員会で職員生徒共にアイデアを出し合っ
て取り組んだ。

２４　生徒が役割と責任を自覚し
自立した集団作りができるよう促
すことができた。

職員の肯定的な評価が９８％という高い評価
で、昨年度より８ポイント上がっている。生徒
のやる気を支えた職員間の意識や努力の結
果だと思われる。

２５　部活動は計画的な運営によ
り自主性を促し、生徒の責任感
や連帯感を養うことができた。

職員の肯定的な評価が９５％で、昨年度より４
ポイント上がった。コロナ禍での制約等があっ
たが、部活動ガイドラインに従って活動でき
た。

生
徒
指
導
・
道
徳
教
育

・生徒指導体制を確
立し、共通理解を元に
組織で行動できる教
師集団を目指す。
・基本的な生活習慣と
望ましい生活態度の
形成を図る。
・「目指す生徒像」を
通し生徒とともに創り
あげる学校を目指す。
・教師と生徒、生徒同
士など語り合いを通し
て、信頼できる人間関
係の構築に努める。
・道徳の授業の確保
に努め、意図的、計画
的な実践を通して生
徒一人一人の道徳的
実践力を高める。

・４月に「情報モラル集会」
を行い、「いじめＮＯ宣言」
に繋げていけるよう試み
た。
・「いじめＮＯ宣言」が生徒
にさらに浸透する取り組み
を進めていきたい。
・「いじめ」については、早
期発見・早期対応・早期解
決できるように「報告・連絡・
相談」を徹底するよう、初若
年層を中心に声かけを行っ
た。
・「右側通行・右側歩行」の
呼びかけを行い、定着を
図った。
・道徳の授業において、初
若年層が先輩教員の授業
を見られる機会があるとよ
かった。お互いに授業を参
観し合える環境をつくって
いきたい。

○保護者から「先生も
いじめに気づいた方
がいいです」との意見
がありました。いじめら
れているのか遊んでい
るのかわからない場面
があると思いますが、
会話をしながら早期発
見して指導していただ
けたらと思います。
○清掃する大切さ、意
義、又、いじめ問題な
ど先生と生徒の信頼
関係を築くためにも道
徳教育は大切だと思
う。
○職員間の共通理解
が、少し足りないように
思います。コミュニ
ケーションに心掛けて
いただけたらと思いま
す。
○道徳教育は、時代
に即して、しっかりやっ
ていただきたいと思い
ます。

〇「習志野台中学校
のきまり」関連は、生
徒・保護者・職員の意
見を吸い上げ、職員
間で共通理解を図っ
ていきたい。
○生徒指導について
は、学年職員や生徒
指導主事とも連携しな
がら、解決へ向けた取
り組みができるようにし
たい。
〇温暖化による影響も
あることから、衣替えの
移行期間も検討してい
きたい。
〇道徳を振り替えた場
合は、その週か翌週ま
でにその分の時間を
確保して年間３５時間
を維持する。
〇考え、議論する道徳
を実践していく。

特
別
活
動
等

・各活動において、生
徒の自発的な活動を
展開し、集団や社会
の一員としてよりよい
生活や人間関係を築
こうとする態度を育
み、生徒の可能性を
信じ、社会的自立に
向け志を立てて自ら
努力するように導き、
支えることを目指す。

・教職員が、主権者教育を
意識し実施することが大切
である。
・生徒の自主性を重んじな
がら、来年度も活動してい
きたい。
・地域性の部分で基盤はで
きているが、もっと伸長させ
ることができるよう、計画を
立てて物事を進めていきた
い。

○自主性をもった活動
ができている。生徒た
ちの連帯感や責任感
が育つので良いと思
う。
○生徒会活動しっかり
やっている様子が見え
良いと思います。生徒
への自主性をうながす
べく、よろしくお願いし
ます。

○生徒会活動では、
引き続きリーダーの育
成を図り、教師は準備
やリハーサルにおいて
指導し、本番は生徒た
ちで作り上げていく行
事を実感させたい。
○部活動は、コロナ禍
で制限されることが
あったが、生徒の成長
にも大きく影響を与え
るので、活動内容を少
しでも充実できるように
していきたい。



(学校番号　　中　 －　 ２２　　)

２６　危機管理マニュアルに基づ
き、安全（交通安全・生活安全・
災害安全）に関する指導が計画
的に行われていた。

職員の肯定的な評価が９０％で、昨年度より３
ポイント下がった。防災訓練を計画的に進め
ることが必要である。マニュアルの見直しも進
めていきたい。

２７　学校の給食計画に基づき、
給食指導と食育が適切に行われ
た。

職員の肯定的な評価が９８％で、昨年度より８
ポイント上がった。年度途中からのランチルー
ム給食の再開を含め、安心安全な給食を実
施することができた。

２８　学校の保健計画に基づき、生
徒の健康指導と管理が適切に行わ
れていた。

職員の肯定的な評価が９７％で、昨年度より２
ポイント上がってはいるが、A評価の数値が下
降したので、健康観察等より徹底した取り組
みが必要である。

２９　生徒支援・特別支援につい
て、学校として適切な指導体制を
構築することができた。

職員の肯定的な評価が９３％で、昨年度と同
様であったが、生徒支援室との連携の必要性
を深く感じた。

３０　各職員が、特別な支援を必
要とする生徒を理解し対応するこ
とができた。

職員の肯定的な評価が８１％で、昨年度より１
０ポイント下がった。教員一人一人の特別支
援への意識を高めることが必要である。

３１　長欠傾向の生徒に対する指
導は十分であった。

職員の肯定的な評価が８６％で、昨年度より２
ポイント下がった。粘り強く生徒にかかわるこ
との大切さを再認識した。

健
康
・
安
全

・災害への日常の備
えや的確な避難行動
ができるようにし、防災
意識の高揚を図る。
・栄養指導を充実し、
体力の向上と健康の
増進を図る。

・学校が避難所になることも
想定して、具体的な対応に
ついて「危機管理マニュア
ル」の見直していきたい。
・地震や火事を想定した避
難訓練の他に、不審者対
応訓練やスケアードストレイ
ト等による交通安全に関す
る学習も必要である。
・年度はじめに食物アレル
ギー対応の保護者面談を
実施し、その把握と適切な
対応に努める。
・今後も感染症予防に留意
していくとともに、経験をもと
に工夫した取り組みをして
いきたい。

○寒い時期の登下校
の服装は、コートとマ
フラー着用で良いと思
います。風邪を引いて
しまっては遅いと思い
ます。
○学校給食と保健計
画で生徒の健康が守
られていることはとても
評価できる。
○保護者の意見にあ
りましたが、冬の寒い
日の服装について、
検討しても良いかもし
れません。（コート、マ
フラー着用等）
○゛食育だより゛は、食
に関していろいろ書か
れており良いと思いま
す。

○寒い時期の登下校
時の服装や校則の見
直しについて検討し、
生徒・保護者のニーズ
に応えたい。
〇学校が避難所となる
ことも想定して「危機管
理マニュアル」を見直
していく。自治会にも
防災倉庫について
知ってもらう。
〇引き続き新型コロナ
ウイルス感染症予防に
努め、経験をもとに工
夫した取り組みを行っ
ていいきたい。

生
徒
支
援
・
特
別
支
援

・特別支援教育コー
ディネーターの役割を
明確にして、校内委員
会の機能を生かし関
係機関と連携した総
合的な支援体制の整
備を推進する。

・特別な支援を必要とする
生徒の調査を行い、その生
徒に必要な手立てを見つ
けたい。
・情報交換を充実し、コー
ディネーターによる研修等
を企画していきたい。
・通常学級の生徒との交流
を進め、人としての優しさを
学ばせたい。
・長欠傾向の生徒やその保
護者、生徒支援室を利用
する生徒への関わりを大切
にしていきたい。

○生徒の話を上手に
聞いてあげている先生
方がいるので真似して
いきたい、と先生の意
見がありました。大変
ありがとうございます。
○生徒支援、特別支
援の適切な指導が共
有されていないことが
残念です。職員の間
で共通意識を持って
いただきたい。
○特別支援について
は、学校全体で支援
するようお願いします。
○長欠傾向の生徒対
応を大変だと思います
が、しっかりお願いしま
す。

〇４月当初に支援室
や合理的配慮が必要
な生徒について、全体
で共通理解を図る場
を設ける必要がある。
〇各学年とコーディ
ネーターおよび情緒
学級担任が連携して、
その生徒に必要な手
立てを探っていきた
い。また、コーディネー
ターによる研修等も企
画していきたい。



(学校番号　　中　 －　 ２２　　)

３２　学校の施設・設備及び備品
の管理は適切であった。

職員の肯定的な評価が８４％で、昨年度より３
ポイント上がった。老朽化が進み修繕箇所が
増えているため、関係機関との調整が必要で
ある。

３３　情報セキュリティに配慮する
とともに、個人情報等の管理は適
切であった。

職員の肯定的な評価が８８％で、昨年度より８
ポイント下がった。情報セキュリテイ監査によ
る助言等を受け、改善すべき内容が明らかに
なった。

施
設
設
備
・
情
報
管
理

・教育環境の整備・充
実を図るとともに、情
報セキュリティに留意
する。

・施設の老朽化が進み、修
繕箇所が増え関係機関へ
対応してもらっているが、工
期や日程の調整が難しい
面があった。
・今年度、情報セキュリテイ
の外部監査の対象校にな
り、聞き取りや関係箇所の
現物調査を受けた。調査
後、関係機関からの助言等
を受け、改善すべき内容が
明らかになった。すでに、ソ
フト面に関する点は早急に
改善したが、ハード面に関
しては来年度早々に改善
するよう準備している。

○学校の正門、玄関、
花壇等の草取りや整
備の作業は、ＰＴＡの
ＯＢやおやじの会で協
力しますのでお声かけ
ください。
○施設・設備の老朽
化もあり改善していく
のは大変に思う。
○情報セキュリティー
は、しっかりお願いしま
す。一人々の認識が
大事です。
○壁のペンキ塗り等、
おやじの会ＯＢ会も協
力します。

○修繕箇所の発見・
報告・修繕依頼がス
ムーズに流れるように
していく。
○習台通信やホーム
ページを活用し、学校
の様子を多く発信して
いきたい。
〇ICTの積極的活用
を検討していきたい。
○引き続き、個人情報
の管理を徹底していく
とともに、ICT活用に伴
う問題点を把握し、解
決策を考えていきた
い。



(学校番号　　中　 －　 ２２　　)

３４　本校におけるＰＴＡの活動は
適切であった。

職員の肯定的な評価が９８％で、昨年度より２
ポイント上がり高評価を維持できた。

３５　生徒の育成にあたり、保護
者・地域の方との連携を図り、活
動できた。

職員の肯定的な評価が９５％で、昨年度より４
ポイント上がった。地域貢献活動を増やした
いとの意見があった。

３６　教科部会や研究テーマに
沿った研修会が計画的に実施さ
れ、授業研究を進めることができ
た。

職員の肯定的な評価が８８％で、昨年度より１
ポイント上がっている。授業見学等活発に行
うことも必要である。

３７　学校の直面する問題に適切
に対応する研修会を実施するこ
とができた。

職員の肯定的な評価が８８％で、昨年度より３
ポイント下がった。テーマを設定し、もっと頻
繁に行うことと研修会の仕組みや方法を検討
する必要がある。

地
域
連
携

・地域社会、関係機関
との連携を密に図り、
相互の情報交換を通
して、教育の醸成に努
める。

・PTAの多大なる協力で、
体育祭での受付業務に携
わったり、授業参観後にミ
ニ縁日を開催したりした。ま
た、卒業式に向け卒業生
や保護者が喜ぶ掲示物を
作成するなどの企画をして
いる。
・PTA発行の通信やPTA主
催の生徒向け・保護者向け
のアンケートは毎回好評を
得ているため、来年度も継
続していきたい。

○ＰＴＡ役員さんが、
学校から急に行事の
受付をお願いされて
人集めをして対応した
ことを読みました。保
護者の方と連携がしっ
かり取れていて素晴ら
しいと思います。
○「習台通信」は、学
校の様子が良くわかり
楽しく読ませていただ
いています。令和４年
２月１０日「号外」の校
長先生に記事では、
女子生徒が花屋さん
を案内したことを読み
ました。地域住民とし
て大変うれしい気持ち
になり感謝いたしま
す。
○令３・令４　ＰＴＡ活
動の評価が高い。思
春期の子どもには、バ
ザーや体育祭に関
わっている親の姿を見
せるのは口で言うより
も効果的である。親父
の会の復活を希望す
る。
○゛ＰＴＡ役員 学校の
対応に戸惑っている゛
との意見がありました
が、ＰＴＡ・学校のコ
ミュニケーション、よろ
しくお願いします。

○コロナ禍でも実施で
きることを模索し、PTA
会長と連携を密にし
て、学教行事など保護
者の協力を仰いでい
きたい。
○コロナの影響で、地
域のイベント等数年間
実施が見送られている
が、コロナが収束した
ら、吹奏楽部など、地
域活動への参加を進
めていきたい。

研
究
・
研
修

・「生きる力をはぐくむ
指導法の研究」として
「知識・技能の活用」
についての単元（題
材）の工夫について、
研究を進める。

・教科主任も若年層教員が
務めている教科もあるた
め、横断的な研修の機会を
設けていきたい。
・新学習指導要領の３観点
について、さらに研修を積
み重ねていきたい。

○研究・研修は必要
だと思う。時間のない
中で研修会の内容を
見直しをしながら納得
のいくものであってほ
しい。
○課題を共有する時
間が少ないようなの
で、工夫をお願いしま
す。

○引き続き、オンライ
ンやICTの活用につい
て研修していく。次年
度も「わかる授業」を目
指して、研究主任、教
務主任、教科部会が
連携して計画的に研
修を進めたい。
〇新学習指導要領の
３観点に則した教材研
究や評価について研
修していきたい。



(学校番号　　中　 －　 ２２　　)

○コロナ対策では、合
唱祭でマスクをしたま
ま歌ったことを知りまし
た。歌う時はマスク無
しで良いと思います。
コロナの影響で３年が
経過となり、そろそろ
緩和する方向ですの
で今年は期待したいと
思います。
○今後も習志野台中
ＰＴＡのＯＢとして応援
していきます。ご協力
できるようなことがあり
ましたらお声掛けくだ
さいますようお願いい
たします。
○暑い時期での登下
校の服装など、又親御
さんからの希望が出て
いる。暑さ、寒さ対策コ
ロナ対策、家庭で話す
必要がある。
○大変ご苦労されて
いると思います。これ
から緩和に向かうと思
いますが、対応よろし
くお願いします。

〇夏季の熱中症対策
として、ジャージ登校
等を認めた。また、昨
今の温暖化による影
響もあり、衣替えの移
行期間に臨機応変に
対応した。来年度も熱
中症予防に十分配慮
していきたい。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・新型コロナウイルス
の感染拡大防止に伴
う臨時休業や行事の
変更に適切に対応
し、熱中症防止に努
める、

３８　学校は、暑い時期の登下校
時の服装について配慮すること
ができた。

職員の肯定的な評価が８８％で、昨年度より７
ポイント下がった。衣替えの移行期間の兼ね
合い等、状況に応じて対応する。なお、保護
者アンケートではとても好評だった。

・マスクの着用や手洗い、
換気など、感染予防への意
識を生徒に定着させること
ができた。
・今年度も熱中症対策とし
て、衣替え期間について柔
軟に対応しジャージや体操
服での登下校も可とした。



様式２

校　　長

肯定的評価 否定的評価

1 94% 6%

2 ％ ％

3 ％ ％

4 ％ ％

5 ％ ％

6 ％ ％

肯定的評価 否定的評価

1 86% 14%

2 90% 10%

3 ％ ％

4 ％ ％

5 ％ ％

6 ％ ％

※スクールカウンセラーの配置を踏まえた相談体制についての設問の結果を入力してください。

令和４年度　いじめ防止対策及び教育相談の充実に関する保護者アンケート結果報告書

記入上の注意

設　　　　　　問
学校は、「学校いじめ防止基本方針」が公表され、いじめアンケートの実施（年３回）、いじめ相談窓口の設置等をとおして、いじめのない学校
づくりに取り組んでいる。

１．　「設問」は各学校の保護者アンケートの設問を記入してください。欄が不足する場合は、行を追加して構いません。
２．　「肯定的評価」・・・・・「良い」［できている」「概ね良い」「概ねできている」など。　
３．　「否定的評価」・・・・・「悪い」「あまり良くない」「できていない」「あまりできていない」など。

２．　「教育相談体制の充実」に関する保護者アンケート結果

（学校番号　　中２２　　　）

    窪田　勝秀

船橋市立習志野台中学校　

学校は、子供のことで何か様子の変化があるときに、保護者が連絡や相談しやすい体制を整えている。

学校は、教育相談週間の設定（年２回）、スクールカウンセラーの活用（随時）等、子供が相談しやすい体制を整えている。

１．　「いじめ防止等に対する取組み」に関する保護者アンケート結果

設　　　　　　問

※「学校に楽しく通っている」等の設問ではなく、「いじめ防止」に特化した具体的な設問の結果を入力してください。



４．様式１の「生徒指導」の欄にも、「いじめ防止等に対する取組」と「教育相談体制の充実」に関係する項目を入れてください。


